




　目的:Lennox 症候群は West 症候群と共に悪性の年令依存性てんかん性脳症

で,小児期の難治てんかんの代表と見做されており,最近の抗てんかん剤の進歩

にも拘らず,発作の抑制は極めて困難である。しかも,これらは発作の存続によ

り進行性知能荒廃を来すことから，早期治療の必要性が強調されている。


